平成2７年4月27日

各　位

公益社団法人日本技術士会 中国本部

本部長　大田　一夫
防災委員長　古川　智　
応用理学部会長　加治家隆史　　

拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より当本部の活動に、ご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　この度、日本技術士会中国本部 防災委員会／応用理学部会では、『広島土砂災害現地調査報告会』を開催することといたしました。本会は昨年の災害発生直後に現地調査団を派遣し、調査報告書を作成しています。そこで、今年の梅雨入り時期に合わせて調査結果を再確認し、今後の防災対策に生かすためにどうしたらよいかディスカッションを行いたいと思います。
　時節柄、ご多忙のこととは存じますが、皆様お誘いあわせのうえ、多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。下記申込書にて、来たる平成27年6月10日（水）迄にＦＡＸまたはメールにて申し込み下さい。なお、メール送信可能な方は、事務局事務の省力化のため、できるだけ中国本部ホームページ(http://www.ipej-chugoku.jp/)の「Web申込みはこちら」か、中国本部からの開催案内メールの返信メールでお申し込み下さい。
敬具

記

１．共　催：公益社団法人日本技術士会 中国本部 防災委員会／応用理学部会
後　援：一般社団法人建設コンサルタンツ協会中国支部、中国地質調査業協会、
一般社団法人日本応用地質学会中国四国支部
２．日　時：平成２７年６月１８日（木）　15：00～18：00
３．場　所：広島市中区鉄砲町1番20号　第3ウエノヤビル８階会議室

（（公社）日本技術士会中国本部（６階）の入居ビル）
http://www.uenoyabuil.co.jp/office/buil08/index.html
４．内　容

15：00～15:05　　開会　挨拶　　　　　　　　　     中国本部 防災委員会　委員長　古川　智
15：05～16:25　　調査報告(1)　　　　司会　　中国本部 防災委員会／応用理学部会　山下　祐一
	広島土砂流災害から学ぶこと
	日特建設㈱
	上野　雄一

	複雑な土石流形態から被害拡大要因を探る
	㈱ジオブレイン
	小林　昇

	土石流の発生源の形態から見た土砂災害リスク
	㈱ダイヤコンサルタント
	矢ヶ部　秀美

	広島土砂災害における八木３丁目の土石流
	復建調査設計㈱
	中井　真司


16：25～16:35　　休憩
16：35～17:55　　調査報告(2)　 
	広島土石流災害視察報告
	㈱ワールド測量設計
	花本　孝一郎

	広島土砂災害と斜面維持管理の話題
	愛媛大学
	廣田　清治

	広島土石流災害の流出土砂量の推定
	㈱芙蓉コンサルタント
	須賀　幸一

	既設治山ダムの評価と一考察
	㈱和コンサルタント
	菊池　昭宏


17：55～18:00　　閉会　挨拶　　　　　　　　　中国本部 応用理学部会　部会長　加治家　隆史
　　　　　　　　　　　 
５. 定員、対象、参加費、ＣＰＤ：

1）定　員：50人

2）参加費：会員500円、非会員1,OOO円
3）ＣＰＤ：参加者には日本技術士会からCPD：2時間40分を発行いたします。

７．その他　　　※締め切り　　平成27年6月10日（水）
※申し込み先　日本技術士会 中国本部 事務局

電 話：082-511-0305　FAX：082-511-0309  E-mail:ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
広島土砂災害現地調査報告会
日　時　　　平成27年6月18日(木)　15：00～18：00

場　所　　　広島市中区鉄砲町1番20号　第3ウエノヤビル８階会議室

共　催　　　公益社団法人日本技術士会中国本部 防災委員会／応用理学部会
　後　援　　　一般社団法人建設コンサルタンツ協会中国支部、中国地質調査業協会、
一般社団法人日本応用地質学会中国四国支部　　　

プログラム

15:00～15:05　開催挨拶　　                          中国本部　防災委員会 委員長　古川　智
司会　中国本部 防災委員会／応用理学部会　山下　祐一
調査報告(1)　　　
15:05～15:25　「広島土砂流災害から学ぶこと」

上野　雄一（建設／総合技術監理）　東京都　日特建設㈱　
15:25～15:45　「複雑な土石流形態から被害拡大要因を探る」

小林　昇（応用理学）　岡山県　㈱ジオブレイン　
15:45～16:05　「土石流の発生源の形態から見た土砂災害リスク」

矢ヶ部　秀美（建設／応用理学）　福岡県　㈱ダイヤコンサルタント　
16:05～16:25　「平成26年8月広島土砂災害における八木３丁目の土石流」
中井　真司（建設／応用理学／総合技術監理）　広島県　復建調査設計㈱　
16:25～16:35　　休憩

調査報告(2)　　 
16:35～16:55　「広島土石流災害視察報告」
花本　孝一郎（建設／応用理学／環境／総合技術監理）　島根県　㈱ワールド測量設計　
16:55～17:15　「広島土砂災害と斜面維持管理の話題」
廣田　清治（応用理学）　愛媛県　愛媛大学　
17:15～17:35　「広島土石流災害の流出土砂量の推定と愛媛県における計画流出土砂量の比較」
須賀　幸一（建設）　愛媛県　㈱芙蓉コンサルタント 
17:35～17:55　「既設治山ダムの評価と一考察」
菊池　昭宏（建設）　徳島県　㈱和コンサルタント 
17:55～18:00　 閉会　挨拶
　　　　　   　　　中国本部 応用理学部会　部会長　加治家　隆史
	｢広島土砂災害現地調査報告会｣ 参加申込書(平成27年6月18日)
主催：公益社団法人日本技術士会中国本部

申込ＦＡＸ番号：０８２－５１１－０３０９

※メール送信可能な方は、事務局の省力化のため、メールによる申込をお願いします。


標記講演会に参加します。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	申込者
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	技術部門
(注3)
※複数選択可
	□機械　□船舶･海洋　□航空･宇宙　□電気電子　□化学　□繊維　□金属
□資源工学　□建設　□上下水道　□衛生工学　□農業　□森林　□水産
□経営工学　□情報工学　□応用理学　□生物工学　□環境　□原子力･放射線　□総合技術監理

	勤務先
	

	連絡先
	E-mail 
	
	□会社　□自宅

	
	ＦＡＸ
	
	□会社　□自宅

	
	ＴＥＬ
	
	 □会社　□自宅


注1） 資格は該当するものに■(または☑)を入れる。

注2） 区分で会員とは日本技術士会会員を指し、該当するものに■(または☑)を入れる。

注3） 技術部門は技術士か修習技術者のみ、該当するものに■(または☑)を入れる。

注4） 連絡先は(会社・自宅)のうち、該当するものに■(または☑)を入れ、E-mail等を記入。

注5） 同行者がいる場合は下記に記入。
注6） この個人情報は、本行事の参加申込み以外には使用しません。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	同行者
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員


問合せ先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階

公益社団法人日本技術士会 中国本部
TEL:082-511-0305　FAX:082-511-0309　E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
公益社団法人日本技術士会中国本部 防災委員会／応用理学部会　共催


一般社団法人建設コンサルタンツ協会中国支部、中国地質調査業協会、


一般社団法人日本応用地質学会中国四国支部　後援【建設系CPDプログラム】


広島土砂災害現地調査報告会（ご案内）











